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Introduction

FC今治を運営する株式会社今治．夢スポーツ（以下、今治．夢スポー

ツ）は、2002年5月29日に愛媛県今治市で設立されました。2014年には

サッカー日本代表監督として2度のワールドカップ出場を果たした岡田武史

氏が代表に就任し、2023年には「アシックス里山スタジアム」を竣工してい

ます。FC今治は、J1への参入を目指すと同時に、OKADA METHODを用

いた今治全体での長期一貫指導による質の高い育成モデルを構築してい

ます。今治．夢スポーツは「次世代のため、物の豊かさより心の豊かさを大

切にする社会創りに貢献する」を企業理念として掲げ、サッカークラブ運営

事業のみならず、育成・普及事業、ホームタウン活動、アースランド・野外教

育等の活動、そのほかアシックス里山スタジアムに関連した活動を展開して

います。

合同会社デロイト トーマツは、2021年より今治．夢スポーツのもたらす社

会的インパクトを継続的に分析しており、この度5回目を迎えました。今回

は、2023年1月に竣工されたアシックス里山スタジアムの存在価値や利用

価値、およびFC今治コミュニティで行う365日の賑わい創り活動についてイ

ンパクト評価を行いました。
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合同会社デロイト トーマツは、2021年より継続的

に今治．夢スポーツのもたらす社会的インパクトを

分析しており、今回で5年目を迎えました。今回は、

これまで分析対象としてきたFC今治の事業活動の

うち「里山スタジアム関連活動」（今年度のレポー

トで「アシさとスタジアムの活用」と記載）の分析を

行い、新たに共助のコミュニティの事業推進にかか

る活用として “FC今治コミュニティの活動”を分析

対象としました。

分析の背景

近年、スポーツへの投資は社会課題解決においても大きな意味

を持つようになってきています。一方でその効果は不透明な部分

も多くあります。本レポートでは、サッカーを通じて社会創りに取り

組む今治．夢スポーツの事例を通じ、社会的インパクトの可視

化を行いました。
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スポーツクラブが生み出す社会的価値

スポーツクラブが生み出す価値には、財務的価値と

潜在的財務価値、社会的価値の3種類が存在す

るといわれています。スポーツクラブが生み出す財務

的価値とは、チケット収入や放送権料収入などス

ポーツクラブの興行等の活動によって生み出される

価値を指し、スポーツクラブ自身に還元されるもの

です。スポーツクラブが生み出す潜在的財務的価

値は、パートナーやクラブロゴ、広告露出権など、財

務諸表に顕在化はしないものの、活用することで

財務的価値を生み出しうる有形・無形資産のこと

を指します。各スポーツクラブの財務価値の向上は、

スポーツビジネスの成長産業化につながります。

一方、スポーツクラブが生み出す社会的価値は、

財務的価値や潜在的財務価値とは異なり、地域

や他産業にもたらされる多面的な価値のことです。

この価値は、スポーツクラブのサポーターや拠点地の

地域住民などのステークホルダーに広く還元されま

す。各スポーツクラブがもたらす社会的価値の向上

は、スポーツを通じて地域活性化に貢献します。社

会的価値は主に「公益的価値」と「経済的価値」

に分けることができます。前者が地域ブランド向上

や治安改善などを指すのに対し、後者はスポーツク

ラブの興行等によって地域や他産業にもたらされる

経済波及効果などを指します。社会的価値は財

務的価値のように、財務諸表に明確に顕在化さ

れるものではありません。

Taylor, et al.（2015）によると、スポーツクラブが

生み出す社会的価値は、大きく身体的効果、精

神的効果、社会的効果に分けられます。具体的

には、身体的効果とは身体的健康の改善、病気

リスクの低下などを指し、精神的効果は自信・自

己肯定感の向上、達成感・競争心の醸成、社交

的性格の発達を指し、社会的効果はコミュニティへ

の参加率増加・帰属意識の向上、エスニックコンフ

リクトの抑制、信頼関係の向上、生活習慣の改

善などの効果をもたらします。このような効果は、定

性的にはステークホルダーに認識されていたものの、

可視化はされてきませんでした。近年では、このよう

な社会的価値の可視化に注目が集まっています。

今治．夢スポーツとのこれまでの取り組み

今治．夢スポーツは、2002年5月29日に設立され、

愛媛県今治市を本拠地とするサッカークラブのFC

今治の運営を基軸に、スポーツ指導のノウハウ販売

や、教育関連ビジネス等を展開しています。同クラ

ブは「次世代のため、物の豊かさより心の豊かさを

大切にする社会創りに貢献する」を企業理念とし

て掲げ、FC今治の運営事業の他に、青少年への

サッカー教育や指導者の普及活動、環境教育の

推進活動やボランティア活動などを展開しています。

また、「2030年に目指す姿」においては『里山スタ

ジアム（※1）を拠点とした共助のコミュニティを創

る』を掲げており、その実現に向けて、交通、健康、

教育、芸術等、多くの領域における取り組みの展

開を始めています。

図1. 本レポートにおける社会的価値の概念図
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参考：株式会社日本政策投資銀行「スタジアム・ア

リーナおよびスポーツチームがもたらす社会的価値の可

視化・定量化調査」

※1：竣工当時の名称は「今治里山スタジアム」。本レポートでは以降、「アシさとスタジアム」と表記します。



分析の前提
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社会的価値は、市場経済では定量化されていないことから、

既存のフレームワークとは別の評価方法が必要となります。

本分析では代表的な手法である社会的投資収益率

（SROI）分析を採用しました。

社会的価値の可視化の方法

モノやサービスのような通常の財の価値は、市場経

済によって決定されます。一方社会的価値は、市

場での取引がないため金銭化が困難です。このよ

うに、市場経済では測れない効用を分析する場

合、評価対象の利用者がどれだけの効用を感じて

いるか（支払意志額：Willingness to Pay）を

アンケート調査などを用いて分析する方法や、金銭

代理指標を用いて貨幣価値に換算するなどの手

段が用いられます。

社会的価値の定量化手法（SROI分析）

本年度の社会的価値分析においては、例年同様

SROI（Social Return on Investment, 社会的

投資収益率）分析を採用しました。SROI分析は、

ステークホルダー参加型評価手法であり、事業実

施により生じる社会的・経済的・環境的変化を、

市場価値に当てはめて変化の価値を可視化する

ものです。分析結果は、ステークホルダーへの事業

成果の説明や、リソース配分や事業内容の見直し、

外部からの寄付や投資の要請のための活動効果

のアピールとして使用するなど、幅広く利用すること

ができます。

なお、各組織のステークホルダーの判断により、分

析のプロキシの設定が異なることから、SROIで算出

された社会的利益率（Social Return Ratio）だ

けを基準に組織を比較することは現時点では困難

です。

SROI分析の6つのステップ

SROI分析のステップは次に示す通りとなります。本

年度の分析においては、一昨年作成したロジック

モデルのアップデート版を使用しました。（詳細は

p11以降に記載）今回はアンケートを通してアウト

カムの成果量を測定し、各アウトカムに対して設定

した金銭代理指標を基に、効果量を金銭的価値

として表しました。

1. 評価対象・ステークホルダーの選定：事業の実

施目的が明瞭で評価を行うことが可能な場合、

評価する対象者や事業に関与するステークホル

ダーを確定

2. ロジックモデルの作成：インプット、アクティビ

ティ、アウトカム、インパクトからなるロジックモ

デルを作成し、アウトカムの測定方法を設定

3. データの分析・評価：公開情報やアンケート

などより収集したデータを分析し、アウトカムの

成果量を測定

4. インパクトの確定：事業が行われなくても生

じた変化や外的要因によって生じた変化を排

除し、実際に事業によって生じた純粋な変化

を測定

5. SROIの計測：総便益を総費用で割り、

SROIの数値を計測

6. 報告：分析した結果に基づき事業改善やス

テークホルダー間での共有を行い、発見や課

題を事業改善に活用

図2. 社会的価値における支払意志額の推定の概念図
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参考：栗山浩一・柘植隆宏・庄子康(著) 「初心者のための環境評価入門」(1998)

図3. SROIによって創出される効果の可視化イメージ
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社会的インパクト分析で対象にした事業

今年度は、2023年のアシさとスタジアムの竣工を

契機として生まれた新たな取り組みを優先的に分

析対象としました。そのため、“アシさとスタジアムの

活用”に加え、新たに2024年から始まった“FC今治

コミュニティの活動”を分析対象としております。具

体的には、株式会社アシックスと実施している「ア

シさとクラブ」、株式会社アーバンリサーチと実施して

いる「TINY GARDEN by URBAN RESEARCH」、

複数企業と共同で実施している「FC今治コミュニ

ティコンソーシアム」の3つについて社会インパクトを分

析すると共に、2026年3月にイオンモール今治新都

市店内に開業した「しまなみ木のおもちゃ美術館」

についてもロジックモデルを作成するなど、社会イン

パクト分析のための準備を実施しました。なお、今

年度は、アシさとスタジアム関連の取り組みを優先

的に分析対象としたため、2024年度まで分析を実

施していたサッカークラブ運営事業、育成・普及事

業、ホームタウン活動、FC今治独自の活動は分析

対象から除外しました。

社会的インパクト分析におけるその他の前提

今回の分析のうち、昨年度からの継続となる“アシ

さとスタジアムの活用“（昨年までは「里山スタジア

ム関連活動」と記載）においては、去年までに実

施したアンケートの結果や公開情報に基づいて発

現率、寄与率、反事実を設定しています。また、

“FC今治コミュニティの活動”については、それぞれの

活動参加者や運営者に対して新たに実施したアン

ケートの結果や公開情報に基づいて発現率、寄与

率、反事実を設定しました。

また、SROI倍率の分母となる投入資源については、

今治．夢スポーツ及び連携企業より受領した値を

基にしたほか、一部の費用については、同様のイベ

ントの実施にかかる一般的な費用を公開情報を

基に設定しています。

図4. 今回の社会的価値分析の対象となった取り組み一覧
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スタジアムはクラブのアイデンティティを体現する象徴資産であり、建設を契機にサポーターの愛着とコミットメントを高めたと考えられ、新規

ファンの獲得や、域外居住者の来訪意欲の喚起にも寄与した可能性が高いです。地域にとっても、対外的な注目度の上昇を通じてシ

ビックプライドを醸成し、住民の心理的な満足やつながりに好影響をもたらす可能性があります。
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アシさとクラブ

アシックスと連携し、「体を動かすこと」を軸に人と人がつながる場

をつくる取り組みです。スタジアムや公園で子どもから大人まで多

世代が参加し、オンラインとリアルの両面でコミュニティづくりを強

化しています。目標は「365日、運動をきっかけに人がつながるま

ち」を今治で実現することです。

TINY GARDEN by URBAN RESEARCH

アシさとスタジアムで実施する年1回の大型フェスや通年の小規

模イベントで、子どもから大人までにぎわう交流の場を生み出して

います。

FC今治コミュニティコンソーシアム

FC今治の理念「心の豊かさを大切にする社会創り」を推進するた

め、2024年に立ち上げたコンソーシアムでの取り組みです。参画

はアシックス、イオンモール今治新都市、アーバンリサーチ、NINO、

デロイト トーマツ、paramitaの6社とFC今治、FC今治高校里山

校。スタジアムを中心に365日の「賑わい創り」と「共助のコミュニ

ティ」を育てることを目指し、各社経営層を交えた方針議論、コン

ソ参画企業間の連携による新たなプロジェクトの創出に取り組ん

でいます。

しまなみ木のおもちゃ美術館

2026年3月、FC今治や今治市、東京おもちゃ美術館との連携

により、「しまなみ木のおもちゃ美術館」がイオンモール今治新都市

に開業しました。市民が運営に参加できる仕組みが特徴で、来

館者が遊びの広げ方やイベント運営を学び、学芸員同士のつな

がりを育成しています。アシさとクラブとの連携も始まり、地域の

“学びと遊びの循環”を目指しています。なお、本年度は実際の

活動が開始していないタイミングで社会的価値可視化の取り組

みを行ったため、ロジックモデルの作成のみを実施しています。

アシさとスタジアムの施設の活用

アシさとスタジアムはクラブハウス内にスイートルームやラウンジを備え、企業の接待、商談、ネットワーキングなど多目的に活用可能です。

会議室やレストランとは異なる非日常の環境が、関係構築と新たな事業機会の創出を促進すると考えられます。スポンサー・パートナー・

地域事業者の協働を促すことで、クラブ価値と地域価値の相乗的な向上につなげています。

@FC.IMABARI ©URBAN RESEARCH Co., Ltd.
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分析の結果

今年度、“アシさとスタジアムの活用”に関してSROIを計算したと

ころ、SROIが8.4倍と計算され、去年までの累積値よりも高い水

準となりました。また、今年度は初めて“共助のコミュニティづくり”

を分析対象として取り上げ、今後も継続的にモニタリングしてい

く予定です。

“アシさとスタジアムの活用”の分析結果

今回の分析は、2025年度を対象として、アシさと

スタジアムの存在価値や、スタジアムに関わる各種

活動に焦点を当てて分析を行いました。

結果として、今年度のアシさとスタジアムの活用に

関連する活動のSROIは8.4倍となりました。これは

昨年のレポートで公表した2023年・2024年の累積

SROIを上回る水準です。SROIが8.4倍という高い

数字となった主な要因は、「営業機会やビジネス

チャンスの拡大」と、「今治市への愛着の向上」の

社会的価値がより詳細に可視化されたことにあり

ます。図5.にある通り、これらの2つのカテゴリで、ア

シさとスタジアム由来の社会的価値の約91%を説

明できます。

「営業機会やビジネスチャンスの増加」の価値は、

クラブハウス内のスイートルームやラウンジの利用から

創出される社会的価値を対象としています。今年

度は昨年度よりもこれらの施設利用者数が増加し

たことから、昨年度よりも大きな社会的価値が計

算されました。施設利用はクラブに財務的価値を

もたらしますが、それだけでなく、利用者同士の交

流を深めることで新たなつながりや協業の芽を生み、

最終的に大きな社会的価値をも生み出す可能性

があります。クラブハウスは通常、関係者以外は入

れない特別な空間であり、そこに入る体験は試合

観戦以上に希少です。FC今治がこの空間を開放

することで、本来であれば接点のなかった人々がそ

の体験に惹かれて集い、交流が生まれ、共通の体

験を通じて関係性の深化が促進される可能性が

あります。

「今治市への愛着の向上」については、昨年よりも

価値の可視化範囲を拡大できた結果、より大きな

効果を捉えることができました。昨年度は今治市

在住のFC今治サポーターの愛着向上のみを分析

対象としていましたが、今回は今治市外在住のサ

ポーターに加え、サポーターか否かに関わらず今治市

民全体を含めて分析しています。従来は、アシさと

スタジアムの存在が愛着向上に寄与する条件を

「今治市在住かつFC今治サポーター」に限定してい

ましたが、今年度は市外居住のサポーターにも効果

が及ぶ可能性、さらに非サポーターの市民にも一定

の波及があるという実態を基に算定しました。非サ

ポーターであっても、大型スタジアムの存在による他

地域からの注目の高まりを肌で感じていると考えら

れること、加えてアシさとスタジアムではサッカーに限

らず多様な活動が展開されていることから、その影

響を除外しない判断としています。

なお、ホームゲーム観覧者数やファンクラブの加入数

の増加も社会的インパクトの向上に貢献しています。

スタジアム建設期から継続している里山サロンや

ドッグランの取り組みによるインパクトも、参加者が

増加し続けていることから、相対的に小さなインパク

トながら、年々伸長しています。FC今治に関わる

人の数が年々増えている背景から、今回社会的

価値は増大しており、このトレンドより、今後も社会

的価値が拡大し、SROIが高まっていくことが期待さ

れます。今後新規投資のタイミングによっては一時

的にSROIが低下する可能性も否定できませんが、

2023年のアシさとスタジアム設立以来、良好なス

タートを切り、着実に社会的価値を積み上げてい

ると評価できます。

可視化対象

価値全体に

占める比率

営業機会やビジネスチャンスの増加 46%

今治市への愛着の向上（地元サポーター、市外サポーター、地元

住民の合計値）
45%

その他（里山サロン利用、ドッグラン含む） 9%

図6. 「アシさとスタジアムの活用」 SROI推移

図5. 「アシさとスタジアムの活用」可視化対象
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“FC今治コミュニティの活動”の分析結果

今回の分析では、2025年度を対象として、以下

の4つの活動に焦点を当てて評価を行いました。

①アシさとクラブ

② TINY GARDEN by URBAN RESEARCH

③しまなみ木のおもちゃ美術館*2026年3月開業

④FC今治コミュニティコンソーシアム

活動別のSROI分析結果は図7の通りです。以下、

個別の分析におけるポイントを概説します。

①アシさとクラブ

アシさとクラブでは、イベントやトレーニング機会等の

スポーツ関連の取り組みに加え、健康や自然・文

化等の多様な取り組みを展開しています。そのため、

ロジックモデルにおいても、コミュニティへの帰属意識

や多世代間交流、地域への愛着醸成等、幅広い

波及効果を網羅的に整理しました。定量化では、

計14項目のアウトカムを評価しました。アシさとクラ

ブの参加者が昨年度比較で大幅に増加したことも

あり、「地域から応援されるクラブになる」 「スポーツ

を始める、あるいは再開する人の増加」 「より運動

意欲が高まる」の3つが大きな価値を生んでいるこ

とが確認されました。また、みちくさんぽ、Qちゃんク

リニックやGINZARUN、企業ランニング交流会等、

新たなコンテンツ展開により「地域の垣根を超えた

対人関係や生活の充実」「今治を魅力的に感じ

る」も大きな価値を生んでいることが分かりました。

②TINY GARDEN by URBAN RESEARCH

3年目を迎えたTINY GARDEN FESTIVALに加え、

スタジアム敷地内に開設した常設の交流スペース、

そこで計画している小規模なイベント等を含めてロ

ジックモデルの整理を行いました。定量化は10月に

開催したFestivalを対象とし、来場者・出展者への

アンケートに基づいて短期アウトカム4項目を分析し

ました。その結果、「共創・貢献意欲の向上」、「参

加者の幸福感・ウェルビーイング向上」「地域での交

流・つながりの増加」の3つが特に高いインパクトを

示し、アーバンリサーチ社が掲げるFestivalのコンセプ

トが明確に反映されていることが明らかになりました。

③しまなみ木のおもちゃ美術館

2026 年 3 月 に 開 業 し た “ し ま な み 木 の

おもちゃ美術館”について、コンセプトやコンテンツ、

運営メンバーの想いを基にロジックモデルを作成しま

した。しまなみ木のおもちゃ美術館の来館者に対す

るアウトカムだけでなく、おもちゃ学芸員の達成感や

生きがい、地域コミュニティのハブ機能等が重要な

アウトカムとして設定されました。分析期間が開業

前だったため定量化は実施できませんでしたが、評

価の対象とするアウトカム候補をあらかじめ定めて

おくことで、開業後に取得すべきデータが明確になり、

継続的にSROI分析が実施可能な状態を整えるこ

とが出来ました。

④FC今治コミュニティコンソーシアム

FC今治、FC今治高校 里山校、他6社が参画す

るコンソーシアムでの活動についても評価を行いまし

た。活動しているメンバー全体でワークショップを行い、

①～③の各活動で共通項となっていたアウトカムを

抽出し、評価対象としました。また、コンソーシアム

での情報共有や意見交換を通じた「企業同士の

連携が生まれる」、「新たな協働プロジェクトが生ま

れる」効果も評価対象としています。これら一連の

分析プロセスにはメンバーほぼ全員が参加しており、

“共助のコミュニティづくり”という不確実性の高い長

期の取り組みを推進していく上での共通言語とし

ても役立っています。

図8. FC今治コミュニティコンソーシアムのロジックモデル

バブルサイズ：社会的インパクト

アシさとクラブ

TINY GARDEN

コンソーシアム

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

SR
O

I（
倍
）

投資資源の大きさ

図7. “共助のコミュニティづくり”のSROI分析結果

小 ⇔ 大

投入資源の大きさ



今回の成果

成果1：今治市民の市への愛着の向上を試算

今回、前年度までとは異なり、スタジアムに直接訪

れていない今治市の住民が感じる社会的インパク

トを可視化いたしました。これまではスタジアム来場

者を対象とした調査を実施していましたが、今回は

今治市の住民全体に分析範囲を拡大しました。

また、スタジアムに直接訪れていなくても、住む地

域に新たなスタジアムのような大型施設が設置さ

れ、メディア等で取り上げられることで、地域への愛

着や誇りが生み出されるというロジックを基に価値

を試算しました。今回の分析では今治市民のみを

対象としていますが、周辺市町村の住民や今治

市出身者の愛着が高まっている可能性もあります。

今回のように、実際に存在していても可視化されて

いない価値が可視化されるようになることで、より

実態に近い価値を把握できるようになります。実

今回の成果

数字で価値を把握することができれば、ステークホ

ルダー間での認識のすり合わせも進み、協力関係

の拡大や取り組みの改善にもつながってくる可能

性があります。今回の試算はあくまで暫定的なもの

ですが、今後取り組みを進めることで、価値の可視

化範囲が広がるだけでなく、ステークホルダー間の連

携もより促進されると考えられます。これまで見えて

いなかった価値について、一歩進んだ可視化ができ

たことは、大きな成果であると考えられます。

成果2：他企業との取り組みの進行

今回、共助のコミュニティに関連して企業コンソーシ

アムの社会的価値を可視化する取り組みを実施し

ました。その過程で、「コンソーシアムがどのような価

値をもたらすのか」「どのような目的に基づいて実施

されているのか」についてメンバー間で検討を重ねた

結果、ステークホルダー間の対話が進み、目標の共

有ができるようになったという声が寄せられました。こ

ういった取り組みにより、個々のメンバーが日々の業

務をこなすだけでなく、チーム全体で事業を作り上

げていくという認識が醸成され、一体感が生まれま

す。このような認識の共有は、現場で生み出される

価値の向上や、着実なPDCAサイクルの実践につ

ながるものと考えられます。

成果1では数値の可視化について述べましたが、社

会的価値の可視化は指標としての役割を超え、

チームの結束や事業の効率化・完成度向上にも寄

与します。自分たちが現在、どのような社会的価値

を生み出そうとしているのか、将来的にどのような価

値を目指すのかを考えることで、チームの結束が強

まり、結果として事業の質も向上すると考えられま

す。今回の社会的価値の可視化を通じて生まれた

価値は、中長期的にFC今治コミュニティの価値創

出にも反映されていくものと考えられます。
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今回は特に今治コミュニティで行う個別活動につい

て、新規の取り組みが多く、データが十分にそろわ

ず、社会的価値の可視化が十分にできていない部

分がありました。事業開始時には初期投資がかさ

む一方で、短期的な成果しか出ていない段階、あ

るいは成果の一部しか可視化できていない場合も

多くあるため、SROI実態を十分に示す値にならな

いケースも多く見受けられます。

今後、個別活動を進めることで、SROIを可視化す

る際のデータが整備され、可視化の範囲も広がれ

ば、実際に創出されている価値もより実態に近い

値に近付いていくと考えられます。

例えば、アシさとスタジアムから生まれる価値につい

ても、初年度のSROIは1を下回っていました。これは、

アシさとスタジアムの建設に多大な費用がかかった

ことに加え、大きな価値を生み出している領域の可

視化が十分にできていなかったことが理由です。当

社がアシさとスタジアムの価値を可視化し始めてか

ス

今回の課題
ら3年が経過しています。里山サロンやドッグランに

ついては初年度から可視化できていますが、ビジネ

スチャンスの増加や愛着の向上については、2年目

以降でようやく可視化できたものになります。それら

の価値が初年度に発生していなかった訳ではありま

せんが、可視化のための情報が十分にそろわなけ

れば、実態とは異なるSROIの値が試算されてしま

うという課題を裏付ける結果と言えます。社会的

価値を可視化するにあたっては、仮に初年度に大

きな価値が確認できなかったとしても、その要因が

何であるのかを丁寧に見極めることが重要です。す

なわち、実際に価値を生み出せていないのか、ある

いは生み出されている価値を十分に可視化できて

いないのかを、表面的なSROIの数値だけで短絡

的に判断せず、そこまで踏み込んで分析し、日々

の活動改善に向けた取り組みに結び付けていくこと

こそが、SROIの適切な活用方法につながります。

FC今治では、このようなSROIの活用が浸透しつつ

あり、それが実際に大きな社会的価値を生む活動

として発展しつつある状況であると考えられます。

引き続き来年度以降も、新規取り組みの社会的

価値を継続的に評価し、事業の成長をモニタリン

グしていく予定です。

9
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「今回の成果」では、社会的価値の可視化や

SROIの試算が事業に関わる内部メンバーの結束を

高めるうえで効果をもたらしていることに触れました

が、今後、長期的には外部とのコミュニケーションに

もSROIを活用していくことが重要であるものと考え

られます。

昨年のレポートでは「パートナー企業間でのパートナー

シップ強化にSROIが活用できる可能性がある」と

述べましたが、今回は今治市民が感じる価値の試

算が行えたことも踏まえ、地方自治体や関連事業

体へのコミュニケーションにもSROIの結果を活用でき

る可能性が見えてきたと捉えています。

社会的価値は自然に生まれるものではなく、ヒト・

モノ・カネ・情報の結束によって生まれ、相応のコス

トの上に成り立つものです。したがって、社会的価

値を持続的に生み出すためには、定期的な活動の

アップデートが不可欠です。社会的価値は可視化

がゴールではありません。可視化の結果に納得し、

事業の価値を感じた方々から、新たなヒト・モノ・カ

ネ・情報をご提供いただくことで、翌年度以降の社

会的価値を持続的に成長させていくというサイクル

を回し続けることが非常に重要です。持続的に社

会的価値を向上させるうえで、このサイクルは欠か

せません。

現時点ではSROIの結果は、まだ組織内意思決定

における一般的な材料とはなっていませんが、今後

SROIをより多くの方に知っていただき、身近に感じ

ていただくことで、持続的な社会的価値の向上に

確実に寄与すると考えられます。加えて、その対象

は公共・民間を問わず幅広いものとなることが期待

されます。

皆様がSROIを身近に感じられ、社会的価値の可

視化に気軽にチャレンジしていただき、試算結果を

活用してヒト・モノ・カネ・情報を集めやすくするサイ

クルを作ることは、当社の一つの目標です。

社会的価値の可視化にご興味をお持ちの方がい

らっしゃいましたら、ぜひ当社にご相談ください。

今後の方針

@FC.IMABARI
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アシさとスタジアムの活用

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。これらのロジックモデルは2021年度に作成した内容をベースに、新しい取り組み内容を追加する形で

修正したものです。なお、可視化対象のアウトカムはハイライトしており、昨年までも可視化していたものは黄緑色、今年度から可視化しているものは水色としてい

ます。

短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

アシさとスタジアム

を理由に今治市

に訪れたいと思う

メディアでアシさと

スタジアムが取り

上げられる

アシさとスタジアム

やFC今治、今治

市の認知度が高

まる

地域から応援さ

れるクラブになる

アシさとスタジアム

やFC今治、今治

市の好感度が高

まる

アシさとスタ

ジアムの存

在そのもの

クラブと地域が

支え合う街が実

現する

地域のブランド価

値が向上する

FC今治と地域に

絆が生まれる

地域経済の活性

化

アシさとスタジアム

が建設される

アシさとスタジアム

が街のシンボルとし

ての存在となる

市外サポーターが

今治市に誇り・

愛着を持つように

なる

地域貢献の実

現

地域のソーシャル

キャピタルの増加

アシさとスタジアム

を理由に今治市

に訪れる

地元に誇りを持

つ住民の増加

地元サポーターが地元に誇り・愛着を持つよ

うになる

地元住民が地元

に誇り・愛着を持

つようになる

地元住民がアシさ

とスタジアムに愛着

を持つ

FC今治のファン

が増える

事業としての共

助のコミュニティの

確立

アシさとスタ

ジアムにおけ

るイベントの

開催

365日の賑わい

の創出

アシさとスタジアム

で様々な取り組

みを行う

人々が自由に出

入り出来るような

コミュニティが形成

される

取り組み自体の

規模や頻度が拡

大する

アシさとスタジアム

の来訪者が増加

する

各パートナー企業

や関係者との連

携・チームアップが

強化される

今治スタジアムで

のイベントが話題

になる

FC今治に注目し

た人々が魅力に

気づきファンとな

る

ファン同士の交流

が活発化する

FC今治の試合

観戦者数が増加

する

アシさとスタジアム

が契機となりFC今

治の注目度が上が

る

取り組みに賛同

する企業がスポン

サーとなる

自治体や企業と

の繋がりが強化さ

れる

戦績安定により

高いスポンサー料

が得られる

サッカー強化費用

に割くリソースが

増加し、FC今治

の成績が上がる

フットボール事業

による収入の安

定化

安定した経営の

実現

日本や世界に繋

がるネットワーク

の構築

地域の人々同士

の関わりが増え、

ソーシャルキャピタ

ルが増加する

アシさとスタジアム

に集まる人々が

交流する

友人関係が構築

される

市民が人と人の

繋がりを大切に

感じる

共助のコミュニテ

ィの形成

営業機会やビジ

ネスチャンスの増

加

※FC今治が独自で実施する
里山サロン、ドッグランを対象



短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

共通

里山スタジアムに

訪れる機会の

提供

アシさとクラブの

活動を行う

他団体と連携し

てアシさとクラブの

活動を行う

ブランディングや

会員制度の整備

FC今治や

スタジアムについ

て好感度が

上がる

友人関係の構築

イベントを楽しい

と感じる

コンソ企業や

パートナー企業と

の連携・チームア

ップが強化される

アシさとクラブへの

愛着・帰属意識

が向上する

行政との連携に

より新たなネット

ワークが創出

される

地域から応援さ

れるクラブになる

地域の様々な人

たちとのつながり

が広がる

アシさとクラブの

活動に積極的に

参加するように

なる

営業機会や

ビジネスチャンス

の増加

選手やチームの

活躍を見て感動

し自分の活力に

なる

より多様な住民

が活動に参加

するきっかけが

生まれる

スタジアムに定期

的にランニングし

に来るようになる

会員が誇りを

持ち身近な人に

活動を共有する

FC今治の活動

が拡大する

顔の見えるコミュ

ニティが形成され

生活が充実

する

アシさとクラブの

活動が拡大する

企業や行政との

シナジーを発揮し

、取り組みの規

模や頻度が拡大

する

地域住民の

QOLの向上

ランニング以外の

目的でスタジアム

に来るように

なる

会員の周囲に

活動が広がるこ

とで、絆の強い

コミュニティが

生まれる

地域の賑わいの

創出

健康事業の発展

今治以外の地域

にアシさとの活動

の横展開を行う

アシさとクラブの

成長を間近で見

ることで活動に協

力・貢献したいと

思う

コミュニティ間での

助け合いの精神

が育まれる

共助のコミュニテ

ィの形成

健康長寿社会の

実現

アシックスおよび

FC今治のレピュ

テーションの向上

共助のコミュニティづくり（アシさとクラブ 1/3）

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。前年度からの活動内容の変更をロジックモデルに反映し、14項目(前年度+1項目)のアウトカムを分

析対象としています。なお、可視化対象のアウトカムはハイライトしており、昨年までも可視化していたものは黄緑色、今年度から可視化しているものは水色として

います。
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短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

共助のコミュニティづくり（アシさとクラブ 2/3）

スポーツ関連

の取り組み

スポーツを通した

教育や人間関

係の構築、

心身の成長が

図られる

運動の楽しさを

実感する

ランニング/ウォー

キングイベント等

の開催

スポーツを始める

人、継続する人

の増加（子ども

を含む）

アシックスを始め

とするスポーツ関

連企業の成長

各種スポーツパフ

ォーマンス等の計

測機会の提供

パフォーマンスが

向上する

多くの練習を重

ね、各リーグや競

技大会で活躍

将来のプロ・アマ

チュア選手になる

アスリート向けの

トレーニング機会

の提供

自らのパフォーマ

ンス向上に

役立てる

より運動意欲が

高まる
運動習慣の確立

健康寿命の伸長

部活動の再委託

の受け入れ

日本のスポーツの

競技人口や

技術の向上

健康長寿社会

の実現・

医療費の削減

スポーツ産業の

活性化

うんどうあそび

教室の開催

社交性や環境

適応力が高まる

子どもを預けるこ

とで親の自由時

間が生まれる

保護者同士の

交流が生まれる

交流が広がり保

護者コミュニティ

が形成される

共助のコミュニテ

ィの形成
信頼関係の構築

夢と勇気と希望

、そして感動、

笑顔をもたらす

パラフェスの開催

有名アスリートが

参加するイベント

の開催

地元に対して

誇りを持つように

なる

地元への貢献

意識が向上する

「地元で働きたい

」「地元に戻りた

い」と思うように

なる

地場産業の

更なる発展

多様性への理解

が進み自身の行

動に変化が生ま

れる

パラアスリートや

障がい者と直接

交流して障がい

への理解が

深まる

パラアスリートや

障がい者と積極

的に関わるように

なる

実際に地場産業

で働く人が増える

周囲の人や地域

に多様な考え方

が波及する

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。前年度からの活動内容の変更をロジックモデルに反映し、14項目(前年度+1項目)のアウトカムを分

析対象としています。なお、可視化対象のアウトカムはハイライトしており、昨年までも可視化していたものは黄緑色、今年度から可視化しているものは水色として

います。
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短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

その他の

取り組み

ワークショップ等の

開催

WSを通してアシ

ックスのモノづくり

を知る

アシックスの企業

価値の向上

アシックスの品質

や取り組みに

共感する

アシックスの

好感度が

上昇する

アシックスのブラン

ド価値が上がる

サステナブルな

社会の実現

サステナビリティへ

の関心が向上

する

サステナを意識し

た日常生活の

実施

ツーリングの

企画、実行

今治を魅力的に

感じる

今治ブランドが

確立する

地元の産業に触

れ合う機会の

提供

地元の産業に従

事したいと思う

地域経済が

活性化する

地元の産業に

ついて知る

地元の産業を大

事にする気持ち

が芽生える

地元に誇りを

持つ住民の増加

参加者の満足

度が上昇する

ツーリングへの参

加者が増加する

今治が持続的な

観光地として

確立する

地元に誇りを持

つ住民の増加

今治についてよい

口コミが増える

参加者が地元に

愛着を持つように

なる

自然関連の

取り組み

自然と触れ合う

機会の提供

自然と親しみ、

リフレッシュする

機会の増加

自然を大切に

したいと思うよう

になる

地域の自然環

境の保全に対す

る意識が高まる

物の豊かさより

心の豊かさを大

切にする社会の

実現

地域の自然環

境の保全のため

の活動を行う

農業と触れ合う

機会の提供

農作業の

大変さ・楽しさを

体感する

食物への重要性

や有難みを

実感する

農業を大切にし

たいと思う気持ち

が芽生える

地域経済が

活性化する

地域貢献の

実現

健康関連

の取り組み

健康に関する意

識の向上

ヘルスケアチェック

の開催により自

分の健康状態を

把握する

Well-beingの

向上

健康的な生活

習慣の確立

健康に良い行動

をするようになる

健康長寿社会

の実現

共助のコミュニティづくり（アシさとクラブ 3/3）

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。前年度からの活動内容の変更をロジックモデルに反映し、14項目(前年度+1項目)のアウトカムを分

析対象としています。なお、可視化対象のアウトカムはハイライトしており、昨年までも可視化していたものは黄緑色、今年度から可視化しているものは水色として

います。
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短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

共助のコミュニティづくり（TINY GARDEN 1/2）

TINY 

GARDEN 

FESTIVALの

開催

イベントを通じて

幸福感を実感する

共助のコミュ

ニティの形成

災害時や個人の困りごとで、

互いに助け合う関係性

（共助）が構築される

住民一人ひとりがコミュニティ

の担い手であるという意識を

持つようになる

地域全体の様々な活動が活

性化し、コミュニティの魅力や

活力が高まる

複数のコミュニティ間の連携が

生まれる

心理的なセーフティネットが

形成される

地域に根付いたブランドの拠

点が拡がる（ドアーズ）

定住率が向上し持続可能な

コミュニティの基盤が

強化される

スキルや資源の交換・共有が

仕組み化され、経済的な循

環が生まれる

コミュニティ活動が住民によっ

て自律的に運営される

地域を担う次世代のリーダー

が育成される

今治モデルが全国に浸透

（TGFの賑わいが全国へ）

人的創造性の向上

企業ブランド価値の向上

共助に取り組む企業が

増加する

イベント後も継続的に

交流する関係が形成される

自分の存在や役割が

コミュニティ内で認められて、

自己肯定感が向上する

地域の他のイベントや

活動にも積極的に

参加するようになる

地域課題について情報収集

や意見交換を行うようになる

イベントで生まれたつながりを

きっかけに、新たな活動が

自発的に生まれる

地域の商品・商材を進んで

購入するようになる

コミュニティへの所属感や

安心感が醸成される

参加者が自身のスキルや資

源をコミュニティ内で持ち寄り、

共有し始める

コミュニティ活動の企画・運営

に協力するようになる

スポーツ観戦を通じて

新たな交友関係が増える

里山スタジアムの来訪者が

増加する

（試合開催日以外も含む）

地域内外の交流・来訪が

増加する

（関係人口の増加）

FC今治スタッフや

パートナー企業の会社への

エンゲージメント向上

FC今治やパートナー企業内の

チームワークの向上

地域やコミュニティ

に対して

親近感や愛着を持

つ

コミュニティへの

貢献意欲が高まる

FC今治やサッカー

への興味・関心が

高まる

地域外の人が今

治に興味を持つ

きっかけになる

里山サロンの活用

の新たな

可能性を発見する

スタッフやパートナー

企業が地域貢献

の実感を得る

接点の無いスタッフ

同士の交流が生ま

れる(中四国・九州従業

員の集う機会）

参加者同士の

新たな交流が生ま

れる

地域の人の

多様なアクティビ

ティへの参加

地域外の人の

多様なアクティビ

ティへの参加

FC今治スタッフ

パートナー企業ス

タッフの運営への

参加

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。TINY GARDEN FESTIVALの過去参加者における具体的な行動・状況変化から、生み出される社

会的価値を想定し、それをもとに本年度新たにロジックモデルを作成しました。なお、可視化対象のアウトカムは水色でハイライトしています。
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共助のコミュニティづくり（TINY GARDEN 2/2）

共助のコミュ

ニティの形成

住民同士で日常的な

助け合いが生まれる

定住率が向上し持続可
能なコミュニティの基盤が

強化される

地域の魅力として対外的
に認知され、関係人口が

増加する

参加者個人の生活の質
や

幸福感が向上する

多様な価値観への理解が

深まり、包括的で暮らしや
すい

コミュニティが形成される

TGや里山サロンの活動が
地域社会に拡がる

地域課題（例：防災、

防犯）に対して、住民が

協働して取り組む体制が
生まれる

人的創造性の向上

企業ブランド価値の向上

共助に取り組む企業が

増加する

地域に根差した

ブランドが生まれる

参加者同士の顔見知りが

増え、自発的な挨拶や

会話が生まれる

コミュニティへの所属感や

安心感が醸成される

活動へのリピート参加者や、

口コミによる新規参加者
が

増加する

参加者が得た知識やスキ

ルを日常生活で活かすよう
になる

異なる世代や背景を持つ

住民間の交流が深まる

TGや里山サロンが地域の

人の発表の場として活用

される（参加者⇒運営側

に回る）

里山スタジアムの維持管

理に

住民が参加

FC今治スタッフや

パートナー企業の会社への

エンゲージメント向上

新しいビジネス機会が

生まれる

URとコミュニティ内企業に

よるコラボレーベルが生まれ

る

TGや里山サロンの活動が

ブランドイメージを形成

他者理解

ダイバーシティの

意識の高まり

里山スタジアムへの愛

着が生まれる

来訪者の幸福度が向

上する

WSを楽しみ

満足感を得る

WSの学びで

達成感を得る

参加者が地域に閉じ

ない

新たな学びを得る

参加者が

高揚感を得る

コミュニティ内企業同

士の連携・シナジーが

生まれ活動が活性化

参加者同士のコミュニ

ケーション・繋がりが深

まる(WS参加者が挨

拶する関係に)

サポート企業の

モチベーション・

コミットメント向上

スタッフの

モチベーション

・満足度向上

賑わいを生む

ための環境

整備

✓大型遊具

設置

✓芝生エリア

解放

✓WSを実施

するための

ベースづくり

✓子どもを遊

ばせる場

所の確保

✓参加障壁

の除去

✓木の看板

賑わいを生む

ための企画の

実施

✓里山サロン

でのWS

（正月飾

り等）

✓生活に入

り込む場

所づくり

賑わいを生む

ための他企

業との連携

✓物品販売

✓アシさとク

ラブとの連

携等

こども達が遊具で

一緒に遊ぶ

こどもの付き添い

から解放されて里

山サロンでくつろぐ

ゆっくりとした

時間を過ごす

多様な人が遊具

で交流する

日常的にTG・

里山サロンに

訪れる

多様な人が

WSに参加・

交流する

参加者が

WSで学ぶ

地域の商業関係

者が参加する

コミュニティ企業が

TGエリアを活用

してイベント開催

する

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。TINY GARDEN FESTIVALの過去参加者における具体的な行動・状況変化から、生み出される社

会的価値を想定し、それをもとに本年度新たにロジックモデルを作成しました。なお、可視化対象のアウトカムは水色でハイライトしています。
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アクティビティ アウトプット 事業目標



短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

共助のコミュニティづくり（しまなみ木のおもちゃ美術館）

おもちゃ美

術館の運営

幅広い世代が

自然とふれあい、

楽しさやリラックス

を体感する

自然への愛着が高まる

異なる世代や

地域住民同士が

気軽に出会い、

会話や交流の

機会が増える 子育て世帯や学芸員との

交流により育児の悩みや

孤立感が軽減される

共助のコミュ

ニティの形成

学校に行けない

子どもや障がい児

が活動できる

機会を得られる

子ども達が活動に実際に

参加し、楽しさや安心感を

体験する

地域・企業との

連携により、

遊びを通じて地域

のことを学べる

機会を得られる

活動を通じて子ども達の新し

い人間関係や地域との

繋がりが形成される

創作等を通じて新たな特技

や”好きなこと”を発見する

おもちゃ美術館と

スタジアムの連携

イベント等を通じて

FC今治が運営して

いることを知る

おもちゃ学芸員が

活動を通じて役割

を持ち達成感を

得る

不登校児・障がい児の保護

者同士の繋がりが形成される

世代や立場を超えた

コミュニティ形成が進む

市民や子どもたちが

地域の資源や産業に関心を

持つようになる

学芸員間や来館者とのコミュ

ニケーションが生まれ生きがい

や刺激を得る

学芸員にとっての新たな

趣味や特技が生まれる

活動を通じて

学芸員が生活リズムを作れる

クラブやスタジアム、関連事業

に対する興味や関心、

親近感が高まる

自然や森林文化、今治の伝

統を大切にし、持続可能な

地域づくりに関わるようになる

子どもの健やかな成長や

仕事と家庭の両立が実現さ

れる

子どもたちが自己肯定感や

社会性を高め、自信を持って

自分らしく過ごせるようになる

地域全体が多様な子どもを

受け入れる

包摂的な社会となる

自分の才能や感性を活かし、

自己実現や夢に向かって積

極的に挑戦するようになる

不登校児・障がい児の保護

者や家族の孤立感や心身の

負担が軽減される

コミュニティ内で助け合いの精

神が育まれる

地域の魅力や価値を理解し、

愛着や誇りを持つ市民が

増える

地場産業が更に発展する

学芸員が他のコミュニティにも

参加するようになる

学芸員の自己肯定感が

向上する

高齢学芸員が心身ともに

健康で自立した生活を長く

維持できるようになる

FC今治ファミリーが増加する

里山エリアに賑わいが

創出される

取り組み開始後

策定予定
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今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。しまなみ木のおもちゃ美術館（2026年3月開業）としてのコンセプトや実施コンテンツの狙い、

運営メンバーの想いをもとに、新たにロジックモデルを作成しました。



短期（~1年） 中期（~3年）

アウトカム

長期（~5年）

アクティビティ アウトプット 事業目標

共助のコミュニティづくり（FC今治コミュニティコンソーシアム）

コミュニティづ

くりのための

複合的活動

✓各種イベン

ト支援

✓コンソーシア

ム運営会

議の開催

✓参加企業

同士の連

携促進

✓コミュニティ

HPの運営

コミュニティでの経験を

通じて、他者貢献や

社会参加への意欲が

高まる

参加者同士で挨拶や

会話が交わされるなど、

新たな関係性が生ま

れ始める
グループ活動が定着し、

家庭や職場・学校と

は異なる「第三の場」

として定着する

個人が主体的に自身

のウェルビーイングを追

求し、幸福感を実感

する

健康や他者への関心

など、個人の内面的

な意識が変化する

参加者が心身の健康

を維持・増進するため

の行動を実践するよう

になる

他者への共感や思い

やりを持ち、積極的に

関わる姿勢が定着す

る

コミュニティが地域住

民にとってのセーフティ

ネットとして機能し、孤

立や孤独が解消され

る

互いを理

解し認め

合うもう一

つの幸せ

コミュニティに関わる企

業や団体数が増加し、

企業同士の連携が生

まれる

企業連携による地域

コミュニティの成功モデ

ルとして同様の取り組

みが全国に波及する

コミュニティへの参加者

の属性が多様化し、

場の雰囲気がポジティ

ブになる

参加企業・団体間の

連携による、新たな協

働プロジェクトが生ま

れる

コミュニティ活動が、地

域企業・団体の資源

（人材、資金、ノウハ

ウ等）によって、より安

定的に運営される

多様な価値観や背景

を持つ人々がお互いを

認め合い、尊重し合う

文化が醸成される

持続可能な地域エコ

システムが形成され、

コミュニティ活動が社

会インフラとして定着

する

✓多様な活動が

開催される

✓各活動への地

域住民・サポー

ターの参加

✓ コミュニティに対

する認知獲得

✓運営会議への

企業の参加

✓参加企業同

士の相互認知

✓ コミュニティ内

外への情報発

信

コミュニティ内で気軽に

相談したり、助け合っ

たりする関係性が構

築される

共通の趣味や関心に

基づいた、参加者主

体の自発的な小グ

ループ活動が生まれる

多様な参加者同士

の対話を通じて、お互

いの価値観や背景へ

の理解が深まる

参加者の中から運営

を担う人材が現れ、コ

ミュニティ運営の持続

性が高まる

参加者一人ひとりが

主体性を持ち、新た

な担い手が次々と生

まれる文化が根付く

共
助
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Give & 

Giveの

精神で

支え合う

ベーシック

インフラ機

能の獲得

①個人の変化

③コミュニティ文化（場）
の変化

④外部影響の変化

②関係性の変化

今回の分析で使用したロジックモデルは下に示す通りです。ワークショップによって導出されたコミュニティ活動における4つの基軸分野及び”ビジョンとの繋がり”を

インプットに、FC今治コミュニティコンソーシアムとしてのロジックモデルを新たに作成しました。なお、可視化対象のアウトカムは水色でハイライトしています。
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本年度はこれまでの分析から少し視点を絞り、ア

シさとスタジアムが生み出す社会的価値を中心

としたSROI分析を実施させていただきました。

アシさとスタジアムが生み出す社会的価値の分

析についてはこれまで、アシさとスタジアム来場者

を受益者とした分析にチャレンジし、そこで生み出

されている社会的価値を可視化することができて

いました。今回はさらに受益者の枠を広げ、アシさ

とスタジアム来場者以外の周辺住民の方々を受

益者とした分析にチャレンジさせていただきました。

その結果、アシさとスタジアムの存在自体が、地

域住民の方々に地元に対する愛着を持つきっか

けとなっていること、つまり、シビックプライドの醸成

という効果を生み出していることを可視化すること

ができました。

アシさとスタジアムは、Jクラブの中でも珍しい、クラ

ブが所有権を有する民設のスタジアムですが、自

治体所有ではないスタジアムでも、地域住民の

シビックプライドの醸成に大きな貢献をしていると

いうことを可視化できたことは、大きな進歩だと思

います。

言い換えれば、民設のスタジアムでも地域住民

のシビックプライドの醸成に大きな貢献をするとい

うことは、自治体が整備するスタジアムであれば、

当然それと同等かそれ以上の効果を生み出す

可能性があることを示していると言えるかと思いま

す。

今回のチャレンジは、スポーツコンテンツが生み出

す社会的価値の可視化が、地域の活性化やエ

リアの魅力向上に貢献している事実を客観的に

示すツールとなり得ることを明確に示す結果となっ

たと感じており、この手法が多くの場所で活用さ

れることを期待したいと思います。

アシさとスタジアムを拠点に、スポーツ・健康・教

育・アートなどをテーマにして、365日人が集い、

心のよりどころとなる共助のコミュニティづくりに取

り組んでおります。個人それぞれが自らを守り高

める自助と、国や自治体などによる大きくて社

会システム的な公助に加えて、身近で顔の見え

る関係だからこそ共感して手を取り合えるという

共助こそが、現代の社会課題を解決し、地球

的規模の環境変化に対応するのに欠かせない

と考えているからです。

今回の調査では、その取組みがもたらす社会的

価値を定量評価していただきました。デロイト

トーマツさまが、長年にわたり継続して調査分析

を進めて、当クラブの活動を支えていただいてお

りますことに、心より感謝申し上げます。

なお、おかげさまで、2025年のリーグ戦ホーム試

合の平均来場者数は4800名となり、前年に

比べて約1000人増え、後半戦ではチケットが

完売する試合が続きました。木々も人々の関

係性もそして設備も「成長するスタジアム」を体

現すべく、2026年7月には、約3500席の増設

工事が完了します。当方の事業や活動に対す

る共感や信頼という目に見えない資本が、増

資による建設費用の調達につながりました。掲

げた理念とミッションの実現に向けて、皆さまとと

もに前進いたします。
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